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平成23年度暴力追放三重県民大会の開催平成23年度暴力追放三重県民大会の開催

　平成２３年５月２０日（金）午後１時３０

分から、平成２３年度暴力追放三重県民

大会が四日市市民文化会館第１ホールに

おいて、第７４回民事介入暴力対策三重

大会、平成２３年度暴力追放三泗地区市

町民大会と共同で開催され、三重県知事、

三重県警察本部長挨拶、来賓挨拶の後、

参加者全員で暴力排除宣言を読み上げ、

三重県知事、三重県教育長、三重県警

察本部長の三者で暴力団排除に向けての

調印が行われました。

　表彰式では、伊勢度会地区生活安全

協会暴力追放部会員の川端和弥氏（三

重県宅地建物取引業協会伊勢志摩支部

長）が、暴力追放功労者として三重県知

事・三重県警察本部長連名表彰を受賞し

ました。

暴力団追放



　暴力団は、活動の原動力となる資金を獲得
するため、資金獲得活動を巧妙化、多様化さ
せています。こうした暴力団の活動に対し、三
重県では、県民の安全で平穏な生活を確保し、
社会経済活動を発展させることを目的とした暴
力団排除条例が制定され、平成２３年４月１日、
施行されました。
　伊勢市、玉城町、度会町、南伊勢町におい
ても各市町に応じた暴力団排除条例が制定さ
れ、４月１日に施行されました。

三重県暴力団排除条例の施行

三重県暴力団排除条例の概要

条例では・・・・・・
●青少年の健全な育成を図るための措置　●暴力団員への利益供与の禁止
を大きな柱とした、暴力団を孤立化させるための施策が規定されました。
「暴力団を容認しない三重県」、「暴力団にＮＯと言える三重県」
を実現していきましょう。

目　　　　的　県民の安全で平穏な生活を確保し、及び社会経済活動の健全な発展に寄与
基 本 理 念　暴力団追放三ない運動の理念を基本として、県、県民及び事業者等が連携
　　　　　　　及び協力の下、暴力団排除を推進
県 の 責 務　暴力団排除に関する施策の推進及び暴力団排除のための活動に対する必要
　　　　　　　な支援並びに安全確保
県民の責務　暴力団排除に関する自主的な取組み、及び県が実施する暴力団排除に関す
　　　　　　　る施策への協力等
事業者の責務　暴力団との関係を遮断し、暴力団を利することとならないようにするとと
　　　　　　　もに、県が実施する暴力団排除に関する施策への協力等

推進体制の整備等
　　　　　　　関係行政機関及び関係団体と連携し、暴力団排除のための推進体制を整備
不当要求行為に対する措置
　　　　　　　暴力団員等からの不当要求行為があった場合の適正かつ円滑な職務の執行
　　　　　　　を確保するための必要な措置

１　総　　則

２　暴力団排除に関する県の基本的施策等



３　暴力団排除を推進する県民及び事業者を保護するための措置

４　青少年の健全な育成を図るための措置

５　暴力団員等に対する利益供与の禁止等

県の事務及び事業における措置
　　　　　　　公共工事その他の県の事務又は事業から暴力団員又は密接関係者を排除す
　　　　　　　るための必要な措置
公の施設の使用における制限
　　　　　　　暴力団を利することとなる公の施設の利用に対する不許可又は取り消し
訴訟に対する支援
　　　　　　　暴力団員等に係る訴訟に関する情報の提供その他の必要な支援
暴力団からの離脱の促進
　　　　　　　財団法人暴力追放三重県民センター等と連携した暴力団からの離脱促進、
　　　　　　　社会復帰の援助
そ　の　他　　広報啓発活動、市町への協力

警察による保護措置
　　　　　　　暴力団から危害を加えられるおそれのある者に対する保護措置

青少年に対する教育等
　　　　　　　青少年が暴力団排除の重要性を認識し、暴力団に加入せず、暴力団員によ
　　　　　　　る犯罪被害を受けないようにするための教育の推進
暴力団員の青少年に対する行為の禁止
　　　　　　　正当な理由なく、自己が活動の拠点とする暴力団事務所へ青少年を立ち入
　　　　　　　らせることの禁止　　
　　　　　公安委員会の調査・命令 → 命令違反 ６月以下の懲役又は５０万円以下の罰金
暴力団事務所の開設・運営
　　　　　　　学校、図書館、児童福祉施設等の周囲２００メートルの区域内における新
　　　　　　　規開設・運営の禁止
　　　　　公安委員会の調査・命令 → 命令違反 １年以下の懲役又は５０万円以下の罰金

①　暴力団の威力を利用する目的で金品等を供与すること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公安委員会の調査・勧告・公表
②　暴力団の威力を利用したことに関し、金品等を供与すること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公安委員会の調査・勧告・公表
③　暴力団の活動又は運営に協力する目的で、相当の対償のない金品等を供与すること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公安委員会の調査・勧告・公表
④　暴力団の活動を助長し、又は運営に資することを知りつつ、金品等を供与すること



暴力に関するご相談は暴力に関するご相談は暴力に関するご相談は暴力に関するご相談は
「警察署」・「交番」・「駐在所」でお受けするほか、「警察本部」に暴力相談電話
059-228-8704（ハナレヨ）を開設しています。

暴力団員等が情を知って事業者から上記５①②③の規定に違反し、金品等の供与を受けること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公安委員会の調査・勧告・公表

暴力団事務所の用に供されることを知って不動産の譲渡、賃貸の契約を行うことを禁止
（代理又は媒介を含む）　　　　　　　　　　　　　　　　公安委員会の調査・勧告・公表

６　暴力団員等が利益の供与を受けることの禁止

７　不動産の譲渡等をしようとする者等の講ずべき措置等

飲食店事業者等からの暴力団排除対策
　　　　　　　みかじめ料、用心棒代等の要求を拒否する対策の推進
旅館事業者等からの暴力団排除対策
　　　　　　　暴力団を利することとなることを知って多人数を収容できる客間、会議場、
　　　　　　　集会場その他これらに類する施設を使用させることを禁止　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公安委員会の調査・勧告・公表

８　特定事業者における暴力団排除への取組

また、「暴力追放三重県民センター」においても
フリーダイヤル0120-31-8930（ヤクザゼロ）
を開設しています。
伊勢警察署刑事第二課（暴力犯係）
フリーダイヤル0120-88-7867（暴力相談電話）
を開設しています。暴力追放

　平成２３年７月５日（火）午後２時００分から、伊勢シティホ
テル２階白鳳の間において暴力追放部会議を開催しました。
公務のため欠席した中村部会長に代わって清水副部会長
が議長を務め、「平成２２年度事業報告」「平成２２年度歳
入歳出決算報告」を審議し、満場一致で採択された後、
本年は役員の改正の年であり、「役員の改正について」審
議し、部会規程第７条第１項後段の「再任を妨げない」と
の規定により、「再任をお願いしたい」という事務局の案が

満場一致で採択され、続いて「平成２３年度事業計画」（案）「平成２３年度歳入歳出予算」（案）
を審議し満場一致で採択されて部会議を終わりました。平成２３年度も中村部会長を中心に、
採択された「平成２３年度事業計画」にもとづいて活動を行って行きますのでご理解、ご協力
をお願いいたします。
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